
第１２５回 維持管理研究会 議事録 

 

１． 開催日時 ： ２０２１年１2 月１6 日（木）１6：0０～１７：４０ 

２． 場   所 ： Zoom リモート開催 

３． 出席者（敬称略） １8 名 

小田、井上、上辻、大下、大島、木村、久保、熊澤、坂本、澤田、柴田、守護、高橋、徳山、福島、 

柳本、柳谷、中谷（記） 

４． 研究テーマ 

今月の研究会は、演習設計書策定の基本的な考え方、及び策定手順についての解説を行い、今後の 

演習計画策定について、メンバーで討議及び情報交換を行った。 

＜演習設計書策定の基本的な考え方 資料抜粋＞ 

 

 

 

 



（評価・改善） 

 

 

 

５．所見 

具体的な演習目的や達成目標などを明確にした演習は十分対応できていない。 

訓練（ドリル・トレーニング）と演習（エクササイズ）を混同しており、緊急事態発生時の初期対応が特に 

重要な金融や放送関係等では、訓練が中心となっている。（身体に染み込ませるため） 

なお、評価者を設けた演習は、まだまだ対応出来ていないので、今後は多方面から評価できるスペシャリスト 

の育成も企業として重要な課題となっている。 

危機管理担当者として、長期的な育成計画を検討することが重要なミッションであると貴重な意見があった。 

 

 

 ＜次回予定＞  

 ・令和４年 １月 20 日（木）16:00～17:30 

                                                               以上  


